
雷丘東方遺跡出土墨書土器

国宝キトラ古墳壁画北壁「玄武」
公開のお知らせ

◆国宝キトラ古墳壁画の公開（第３４回）
【期間】　２月１６日（日）まで
【場所】　キトラ古墳壁画体験館四神の館　１階
　　　　キトラ古墳壁画保存管理施設
　　　　（国営飛鳥歴史公園キトラ古墳周辺地区内）

【公開壁画】　北壁 （玄武）
【応募】　「国宝キトラ古墳壁画の公開（第３４回）」
　　　　事務局

【問い合わせ】
　☎０６-６２８１-３０６０
　事務局公式ＨＰ https://www.kitora-kofun.com
※ 事務局にお電話いただくか、HP からご応募く

ださい。
※ 当日受付もありますが、事前申込で定員に達し

ている場合は行いません。

　
『
日
本
霊
異
記
』
に
よ
る
と
、
雄
略
天

皇
が
少ち

い
さ
こ
べ
の
す
が
る

子
部
栖
軽
に
命
じ
て
捕
ら
え
さ

せ
た
雷
神
が
お
ち
た
場
所
と
の
伝
説
の

あ
る
雷
丘
は
南
北
に
延
び
る
北
丘
と
南

丘
か
ら
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。
雷
丘
周

辺
か
ら
は
庭
園
遺
構
な
ど
宮
殿
に
関
す

る
遺
構
の
存
在
が
予
想
さ
れ
ま
し
た
。

　

１
９
７
０
（
昭
和
45
）
年
に
北
丘
の
東

「
福
嗣
」
な
ど
と
書
か
れ
た
墨
書
土
器
が

出
土
し
ま
し
た
。

　
『
続
日
本
紀
』
に
は
淳
仁
天
皇
が
平
城

宮
を
改
修
中
に
小
治
田
宮
を
仮
宮
と
定

め
、
諸
国
の
調
庸
物
を
収
め
た
記
録
が

あ
り
ま
す
。
７
６
５
（
天
平
神
護
元
）
年

10
月
に
は
称
徳
天
皇
が
紀
伊
国
へ
の
行

幸
途
中
に
小
墾
田
宮
へ
立
ち
寄
っ
て
い

る
こ
と
か
ら
雷
丘
東
方
遺
跡
は
、
奈
良

時
代
の
小
墾
田
宮
（
小
治
田
宮
）
で
あ
っ

た
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

［
明
日
香
村
教
育
委
員
会
文
化
財
課
］

側
で
行
わ
れ
た
道
路
拡
幅
に
伴
う
調
査

で
南
北
七
間
、
東
西
四
間
の
庇ひ

さ
し
つ
き付
大
型

掘
建
柱
建
物
を
含
む
７
世
紀
後
半
か
ら

９
世
紀
前
半
ま
で
の
遺
構
が
検
出
さ
れ

ま
し
た
。
１
９
８
７
（
昭
和
62
）
年
に
は

南
丘
の
東
側
で
村
道
拡
幅
が
行
わ
れ
、

そ
の
際
、
井
戸
が
検
出
さ
れ
ま
し
た
。

井
戸
は
南
北
４
・
８
ｍ
、
東
西
４
・
５
ｍ

の
方
形
の
掘
り
形
に
一
辺
１
・
６
８
ｍ
、

深
さ
２
・
４
ｍ
の
井せ

い
ろ
う
ぐ
み

籠
組
に
し
て
井
戸
枠

を
重
ね
て
据
え
て
い
ま
す
。

　

井
戸
枠
は
ヒ
ノ
キ
材
で
８
段
分
残
存

し
て
お
り
、
井
戸
の
内
部
に
は
補
強
し

た
と
み
ら
れ
る
隅
柱
が
４
本
存
在
し
て

い
ま
す
。
井
戸
の
底
に
は
玉
石
が
厚
さ

10
㎝
の
厚
さ
で
敷
き
詰
め
ら
れ
て
い
ま

す
。
こ
の
玉
石
の
直
上
か
ら
土
師
器
の

外
面
に
「
小
治
田
宮
」「
小
治
宮
」「
副
」

雷
丘
東
方
遺
跡
の
調
査
の
あ
ゆ
み

雷
丘
東
方
遺
跡
の
調
査
の
あ
ゆ
み

　
今
回
は
雷
丘
東
方
遺
跡
か
ら
「
小お
は
り
だ
の
み
や

治
田
宮
」
と
書
か
れ
た
墨
書
土
器

が
発
見
さ
れ
た
経
緯
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。
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